
１．事業の概要
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25 公共交通推進費
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２．コスト （単位：千円）

予算

決算

人職員人件費 5,507 4,101 3,308 　人工 0.5

一般財源

その他

6,031

県支出金 6,207財
源
内
訳

国庫支出金 補助費

地方債

161 6,207 物件費 176

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成２３年度事業費

事業費
394 6,404 3,422 （内訳）

事業の目的
（何のため）

市内の公共交通を総合的に見直し、より利便性の高い、市民に利用される地域公共サービスの充実を図る。

内容（概要）

・市内の現状把握
・交通実態把握
・移動ニーズ調査の実施
・交通実態と市民ニーズの整理、課題の整理
・基本方針設定、新たな公共交通網の検討

これまでの改善・
見直しの状況

対象（誰のため） 全市民 特定の市民 特定の団体 その他

実施方法 市が直接実施・運営 一部又は全部委託 指定管理 その他（

位置づけ
関連計画

根拠法令

実施主体 その他

予算区分
一般会計 総務費 総務管理費 交通安全対策費

細事業

中間目標
 （H27)

20%
最終目標

（H32)

交通防犯係

総合計画

めざすまちの姿 調和のとれた便利なまち

目標 利用しやすい公共交通（地域公共交通）

成果指標

公共交通が利用しやすくなったと感じる市民の割合

事業期間 開始年度 終了予定年度 担当係

事業番号 147 平成２４年度事業評価シート　（平成23年度事業の評価）

事業名 地域公共交通事業 担当課 市民協働課



３．事業の評価

事業の実施状況

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

今後の方向性
市民生活に必要なバス等の旅客運送の確保を図り、利用者の利便性を高める施策や地域の実情に即した交通
サービスの実現を目指す。

A　継続 現行の内容で実施 事業主体 市

判定理由 市民の公共交通サービスを充実するためには、市が継続して実施する必要がある。

改善点
バス交通市民会議のメンバーは、地域の応援団として位置づけ、情報交換を通し
て、推進していく。

効果額
H24-H23
（千円）

自
己
評
価

事業目的の
達成状況

公共交通基本計画を策定し、目標は達成できた。

※必要性
事業を廃止・休
止したときの影響

・現に運行しているふれあいバスと自主運行バスはゼロベースでの見直しが求められているが、事業が廃止
となれば平成22年度から取り組んできた公共交通の抜本的な見直し作業が頓挫してしまう。

判定

実
績
・
改
善

平成23度
活動内容

地域公共交通会議の開催
みんなで創ろう！バス交通市民会議の開催
地域公共交通基本計画の策定

課題・問題点
となった事項

バス交通市民会議そのものの位置づけがわかりにくい。

どう対処したか バス交通市民会議で意見交換会を開催した。

100%1活
動
指
標

内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 達成率

公共交通基本計画
1


